
T
A
N
A
K
A

Y
A
S
U
N
O
R
I

O
K
K
A
K
E

H
O
U
S
O
U

K
Y
O
K
U

総括質問は昨年度の決算に対して行われるものですが､それを前提としつつも翌年度予算又は

行政執行への要望や改善要求を含んだ質問とすることができます。また､一問一答形式で質疑が

行われるので､質問と答弁を繰り返すことで課題を深くあぶり出し､質疑の食い違いを正しながら

のやり取りできます。そのため政策実現に向けての非常に重要な議会での機会です。

通常私たちの会派では約60分ほどの質問時間ですが､今回は私に対して90分の時間が与えら

れました。そのため今まで以上に多くの質疑を掘り下げて行うことができました。質問は「ゲリラ豪

雨対策」・「行政評価」・「環境施策」・「健康増進事業」・「徴収業務の一元化」・「観光施策」の6つ

のテーマから色々な角度から行いました。

※田中やすのりからの質問と答弁のダイジェストは次ページ、またWebページをご覧ください。
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決算調査特別委員会にて

総括質問を行う！
板橋区役所/第1委員会室

都市型水害対策､ゲリラ豪雨対策への区の取り組み強化を求める！

また､持続可能な社会作りに貢献する環境施策や健康促進事業への提言を行う。
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2010年12月発行2010年12月発行

討議資料

行政視察

議会改革への先進事例を視察！

三重県議会･議会事務局

議会基本条例の制定や
議会開催日の拡充を
板橋に提言へ！

私は常々、地方議会は

政党間の党利党略で進め

るべきはなく、地域住民の

立場で立って首長（区長）と対峙するべきだと考え

ています。それが地方議会の仕組みである二元

代表制のあり方だと思うからです。三重県議会は

この考え方に立ち、議会運営をしていくことを表明

しています。板橋区議会としても他の自治体議会

の事例を参考に自らの進む道を見つけ、議会改革

の方向性を示していく予定でいます。

超党派での視察・県議会前

予算要望

板橋区の来年度予算への要望を伝える！

板橋区役所･区長室

自主財源の確保による
歳入の安定を求める。
更なる税の無駄削減を！

区の財政は長引く不況の

影響で財政調整交付金を

中心に不安材料を多く抱え

ており、本庁舎の改築や教育センター設置など、

多額の費用を要する計画の見通しが立たない状況

となっています。こうした状況の中で、歳入と歳出面

の両面から適切な予算編成がなされるようにお願い

をしました。歳入面については自主財源の確保を、

歳出面ではセーフティネットとなる社会保障の充実

とともに税の無駄削減を強く要望しました。

区長室での要望時の様子

↑昨年に引き続き2回目となる総括質問を実施。前回よりも

30分も長い時間を頂き､約90分間に渡って施策の提言､および

区の改善すべき点を指摘しました。



2010年
第3定例会

総括 質問 ダイジェスト

総 括 質 問 ＆ 活 動 実 績

質問①
流域には雨水浸透ますの設置を！被害地域には浸透性道路舗装を！

ゲリラ豪雨の対策について

床上浸水などの被害が発生する局所だけの対策だけでなく、被害発生地域の下水道の上流
からすべての地域において雨水の流出を抑制する流域対策を徹底的に行う必要がある。
雨水浸透ますの今後の拡充の計画は？

A：平成22年度の設置は10件程度で、個数にすると20個程度の予定である。今後は500㎡以上の
大規模な建物の対策とともに雨水浸透ますの設置を依頼していく。さらに今後は雨水浸透ます
に雨水流出抑制の効果があるということをしっかりと広報し、啓発を行っていきたい。

区において地下水の涵養を第一の目的として雨水浸透ますの設置を行っているため、その整備がな
かなか進んでいかない現状となっている。特に流域の区民に下水道への流出抑制の効果があること
をしっかりと広報し、治水への意識を向上させる必要があります。小金井市は雨水浸透ますの設置率
が世界No.1であり、その設置率は53.4%、設置数は58,665基に上る（2003年時点）。一方、板橋区は2010

年時点でまだ 3 , 0 2 9基に過ぎず、その対策に区の本気度を感じることができません。
また、低地の地域に高い効果が見込めると言われている雨水貯留槽の設置も同時に進めていく
ことが大切です。専門家によると、約200㎥の貯留槽が世帯に普及していけばかなりゲリラ豪雨

対策が進むといわれており、その設置も急ピッチで求められます。
さらには雨水浸透ますと雨水貯留槽の設置を所管している部署が、資源環境部と都市整備部と
またがっており、このことがゲリラ豪雨対策が進まない一因とも言える。「ゲリラ豪雨対策」として
庁内で横断的に連携した取り組みが必要であり、今後も継続して体制強化を求めていきます。

成増３丁目などいつも被害を受けている地域に対して、区ができる対策として浸透性の道路
舗装整備を行い、雨水をアスファルトの下に逃がす対策を採ることが考えられる。区としては
浸透性の道路舗装の有効性をどのように考えているか？今後早期の整備を進めていただき
たい。また下水道局に対して、下水道幹線の構造上の不備により一部に水圧がかかることに
よって被害が発生していると考えられる場所については下水道幹線の流れの改善を求める。

A：降った雨を直接下水道に流すことなく浸透させるということから局地的な水害対策になると
考えている。浸透性の舗装は土木部と都市整備部と連携して取り組んで参りたい。
また今後とも下水道局に対しては、下水道幹線の流れの改善など被害を軽減できるような
対策を強く求めて参りたい。

区としても局地的な対策として、浸透性の道路舗装の整備の有効性を認識しているのであれば
対策を急いでほしい。
成増3丁目20番の地域については、赤塚二中の改築に合わせて校庭での雨水貯留を要請して
きた。設置が実現することには感謝の気持ちを抱くが、その雨水貯留の水深は16cmであり、対応能
力や効果に疑問が残る。貯留総量は1700トンとのことであるが、そもそも私が要請してきた
ものは練馬区の学校に配置されているようなもっと規模の大きい貯留槽であった。今後もより
一層の対策のために、総合治水の観点から全庁が横断的に一丸となって取り組んでほしい。

Q：「下水道や河川の流域対策」となる「雨水浸透ます」の整備徹底を！

Q：「被害が発生してしまう局地対策」として「浸透性の道路」の舗装を！
東京都下水道局に対して 「下水道幹線の改善」を継続的に要請を！



過 去 の 質 問 ～いたばし議会便りに掲載された記事を抜粋～

☆地域の力による教育行政を！

Ｑ：コミュニティスクール（地域運営学校）の実現を求めるが、

具体的な進捗は。

→Ａ：地域と学校の理解が必要。学校支援地域本部を

発展させた上での移行を検討する。

☆在宅子育て支援の拡充を！

Ｑ：区立保育園で実施している「ふれあいブックコーナー」を

私立保育園へも拡充を。

→Ａ：平成22年度からの私立保育園でも実施を検討する。

☆環境対策の一層の強化を！

Ｑ：区の温室効果ガスの削減目標は未達成だが、見解は。

→Ａ：新エネ・省エネ機器を普及促進し､CO2削減を進めていく。

☆区民との協働の推進を！

Ｑ：地域提案型の公共サービス民営化制度の導入を。

→Ａ：具体化に向け検討していく。

■■■■2009200920092009年年年年11111111月月月月 総括質問総括質問総括質問総括質問

■■■■2007200720072007年年年年06060606月月月月12121212日日日日一般質問一般質問一般質問一般質問

☆教育に地域との協力・連携を！

Ｑ：いきいき寺子屋事業について、月１回の開催もできない

学校がある。格差是正に向けての対策は。

→Ａ：格差があるのは認識しており､さらなる活性化に向け､

引き続き各学校に事業の推進を要請していく。

☆民間企業の活力の活用を！

Ｑ：民間企業と協働して新たな行政サービスを創出する制度

「提案型公共サービス民営化制度」の早期導入の検討を。

→Ａ：導入には法律などの制約があり、実現に向け検討が

必要である。区では、効果的・効率的な行政サービスの

提供を目指しており、新しい行政サービスのあり方を

検討するうえで、参考にしたい。

■■■■2008200820082008年年年年02020202月月月月18181818日日日日一般質問一般質問一般質問一般質問

☆放置自転車対策の強化を！

Ｑ：成増駅北口・下赤塚駅北口は慢性的に放置自転車が

あふれている。放置防止指導の体制強化を図り、事態の

改善を求める。

→Ａ：２０年度から、ガードマンを土曜、日曜も配置するなど、

体制強化を図る予定。

☆ＡＥＤ普及推進の取り組みを！

Ｑ：お祭りや展示会などの会場に、区が無料でＡＥＤを

貸し出すことは有効である。実施の検討を。

→Ａ：多くの区民が集まるイベントなどにおいて、無料貸出し

できるよう配慮する。

■■■■2008200820082008年年年年11111111月月月月27272727日日日日一般質問一般質問一般質問一般質問

☆「提案型公共サービス民営化制度」の導入を！

Ｑ：企業や市民ボランティアと協働しながら、ビジネスの手法

を通して地域の課題を解決する「提案型公共サービス

民営化制度」が注目されている。区でも早期に導入を。

→Ａ：導入の可能性を含め検討する。

☆要援護者名簿制度の改善を！

Ｑ：他区では、福祉目的で管理する区民の個人情報を

要援護者名簿に活用するため、条例改正を行うなど

震災対策を急いでいる。区でも取り組みを急ぐべきでは。

→Ａ：区役所内部で高齢者や障がい者の名簿を共有化して

いくことについては今後検討していく。

■■■■2009200920092009年年年年6666月月月月2222日日日日一般質問一般質問一般質問一般質問

☆低炭素社会の実現に向けて！

Ｑ：低炭素社会の実現に向け、庁所有車の全てを次世代型

エコ自動車に切り替える方針を、早期に示すべき。

→Ａ：今後も環境に優しいものを導入する。

☆学区域に即した町会運営を！

Ｑ：学区域が幾つかの町会区域にまたがるため、町会単位で

行う防災訓練などで、避難場所となる学校現場に混乱が

生じている。改善策は。

→Ａ：地域センターの担当区域を町会・自治会の区域に合わ

せるなど工夫する。今後、教育委員会の学校適正配置

の審議の中でも検討する。

■■■■2010201020102010年年年年6666月月月月9999日日日日一般質問一般質問一般質問一般質問

☆「５歳児健診」の早期実施を！

Ｑ：発達障がいの把握には、５歳児健診が有効。

既に実施している区もある。５歳児健診の早期実施を。

→Ａ：現在、健診のあり方を検討中である。

医療関係機関とも調整しながら考えていく。

☆ＡＥＤの24 時間運用で夜間の救命確保を！

Ｑ：区のＡＥＤは、施設内に設置されているため夜間の使用が

できない。管理方法の工夫で、24時間区民が利用できる

体制の整備を。

→Ａ：施設管理上難しいが、状況を見ながら検討する。

■■■■2008200820082008年年年年09090909月月月月29292929日日日日一般質問一般質問一般質問一般質問

☆誇りを持って住み続けられる景観行政を！

Ｑ：景観条例の早期の制定を求める。区内外の方に板橋らし

さを強く連想させ、発信できる景観づくりが必要では。

→Ａ：２０年度中に景観計画策定審議会を設置し、景観計画

策定に取り組む。計画の実効性を担保するための条例

として、策定を進めていく。また、景観計画を策定する

中で、「板橋らしさ」を明確にしていきたい。

☆成増駅南口の路上喫煙の改善・整備を！

Ｑ：受動喫煙の危険性を防ぐため、路上喫煙指導員の配置

強化などの対策が必要では。

→Ａ：歩道上にポイ捨て禁止の表示、路上禁煙地区循環

パトロール指導員によるパトロール強化などに努める。



田中やすのりの要望が実る！

田
中
や
す
の
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□生年月日：昭和49年1月16日生まれ（満36歳）。板橋区成増生まれ。A型やぎ座。
□成増すみれ幼稚園、成増小、赤塚第二中、城西大学川越高校を卒業。1998年に早稲田大学商学部を卒業。
□大学卒業後、大手広告会社の株式会社大広（現博報堂DY）などにてマーケティング･プランナー職に従事。
2005年にスタンリーコミュニケーション（資）を起業し、独立。

広告プランナーとして、公共広告、社会問題を取り上げた広告キャンペーンに触れたことがきっかけとなり、日本の

社会問題をマスコミなどのコミュニケーションの力で良くしていきたいという気持ちを強く抱いた。

そして、『日本をもっと良く、明るくしたい。そのために自分ができることは何か？』という気持ちに自問自答を繰り返し、

「日本を直接に良くしていくことができる」政治の世界に活路を見出した。

民主党の政治スクールである民主党大学東京の第１期生として政治活動を開始。
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●救急救命のAEDの設置が拡充（平成17年：37台→平成20年：256台へ）

●耐震基準を満たしていなかった、地震に弱い赤塚第二中が建て替えへ

●携帯メールへの防災情報の配信が開始。自然災害への備えを充実

●災害時の要援護者名簿への登録者（特に高齢者、障がい者）を一気に拡充へ

●新型インフルエンザ対策を強化。肺炎球菌ワクチンの接種助成が決まる

●住民税の徴収コールセンターを設置（年間想定効果額：約5,000万円）

●選挙での票集計の機械化を進め、人件費を削減（削減コスト額：約180万円/時間）

●古く談合が起きやすい入札制度を新しい制度へ。総合評価制度の導入を実現

●公共サービスの民間開放を進める。指定管理者制度の推進 (平成21年：約1.8億円削減)

●区の独自財源となる新たな広告媒体を提案し、開発 (広告枠として電子掲示板などが開始)

○2007年4月：板橋区議会選挙に挑戦。上位にて初当選を果たす。

○2007年：都市建設委員会（常任委員会）、都市環境調査特別委員会（特

別委員会）、情報公開および個人情報保護審議会、消防団運営委員会（付

属機関）に所属。

○2008年：企画総務委員会（常任委員会）、都市環境調査特別委員会（特

別委員会・副委員長）、板橋区財産評価委員会板橋区土地開発公社、土地

評価審議会・評議委員会（付属機関）に所属。

○2009年：健康福祉委員会（常任委員会）、文化・観光調査特別委員会（特

別委員会・理事委員）、住宅対策審議会、情報公開および個人情報保護審

議会（付属機関）に所属。

○2010年：都市建設委員会（常任委員会・副委員長）、安全安心まちづくり

調査特別委員会（特別委員会・理事委員）、情報公開および個人情報保護

審議会、消防団運営委員会（付属機関）に所属。

議 会 活動歴議会活動歴議会活動歴議会活動歴 ・・・・ 政 治 歴政治歴政治歴政治歴

政治に関わるき っかけ政治に関わるき っかけ政治に関わるき っかけ政治に関わるき っかけ

プ ロ フ ィ ー ルプ ロ フ ィ ー ルプ ロ フ ィ ー ルプ ロ フ ィ ー ル

議会活動･政治活動の歩みとプロフィール

命を守る

行財政改革


